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ころである、旧第 1 収蔵庫は臨時展示スペースとして、旧第 3 収蔵庫は書庫として再活用済みであり、これか
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研究室　石田　　惣（So ISHIDA）  学芸員
　　　　松井　彰子（Shoko MATSUI）  学芸員
  
昆　虫　 初宿　成彦（Shigehiko SHIYAKE） 主任学芸員
研究室　 松本吏樹郎（Rikio MATSUMOTO） 主任学芸員
　　　 　長田　庸平（Yohei OSADA）  学芸員
  








第四紀　石井　陽子（Yoko ISHII）  主任学芸員







（ 1 ） 東アジア産トビケラ目などの水生昆虫の分類学的研究
（ 2 ） 河川生態系の保全及び応用生態学的研究
（ 3 ） 水生昆虫類の生態毒性学的研究
（ 4 ） ダム湖生態系,とくにエコトーンの研究
■和田　　岳（動物研究室）
（ 1 ） ヒヨドリの採食生態に関する研究
（ 2 ） 大阪の鳥類及び哺乳類・両生爬虫類の分布調査
（ 3 ） 大和川下流域及び周辺ため池の水鳥の個体数調査
（ 4 ） キンバトの食性などに関する研究
（ 5 ） 大阪府を中心とする外来鳥類の生息状況調査
■石田　　惣（動物研究室）
（ 1 ） 自然史映像のアーカイビングとその活用
（ 2 ） 大阪湾周辺および瀬戸内海海域の無脊椎動物相
（ 3 ） 大阪近郊における外来無脊椎動物の分布と生態
（ 4 ） 軟体動物の生態学・行動学的研究
（ 5 ） 博物館標本から推定する生物相の変遷
■松井　彰子（動物研究室）
（ 1 ） 沿岸性魚類の系統地理学的研究
（ 2 ） ハゼ科魚類の生態学的研究
（ 3 ） 大阪湾沿岸域の魚類の分布
（ 4 ） 大阪府内河川の魚類の分布
■初宿　成彦（昆虫研究室）
（ 1 ） 近畿地方の昆虫の分布（甲虫、セミ、外来種など）
（ 2 ） 新生代の昆虫化石（遺跡の昆虫遺体を含む）
■松本　吏樹郎（昆虫研究室）
（ 1 ） ヒメバチ科昆虫の寄生習性、分類、系統学的研究
（ 2 ） マレーゼトラップを用いたハチ目昆虫相とその季節消
長に関する研究
（ 3 ） 近畿地方を中心としたハチ目昆虫相の調査
（ 4 ） 移入種アカハネオンブバッタの近畿地方における分布
拡大と在来種への影響に関する研究
（ 5 ） ウスバカゲロウ科の分類、生活史に関する研究
■長田　庸平（昆虫研究室）
（ 1 ） 農林業害虫を中心とした小蛾類の分類学的研究および
同定手法の開発
（ 2 ） 東洋区産アゲハチョウ科Graphium属の地理的変異
（ 3 ） 東京都心部の都市部の昆虫相調査
■佐久間　大輔（植物研究室）
（ 1 ） 本郷次雄菌類関連資料及びアマチュアによる菌類資料
のアーカイブ化及び分子生物学的利用
（ 2 ） 里山利用の民俗生態学的研究
（ 3 ） 丘陵地植物群集の景観生態学的研究
（ 4 ） 博物館利用者コミュニティの発達に関する教育学的研
究
（ 5 ） 自然史標本の文化財制度及び保存科学
■長谷川　匡弘（植物研究室）
（ 1 ） 顕花植物の送粉者を介した生態的種分化
（ 2 ） 開花フェノロジーと訪花昆虫ネットワークに関する研
究
（ 3 ） 絶滅危惧植物の保全生物学的研究
■横川　昌史（植物研究室）
（ 1 ） 日本産ハナシノブ属の集団構造と集団動態
（ 2 ） 半自然草原の管理と植物群集の関係
（ 3 ） 絶滅危惧種の保全遺伝生態学
（ 4 ） 海岸植物の分布と生態
■川端　清司（地史研究室）
（ 1 ） 津波被災した地質標本の修復に関する予察的・実験的
研究
（ 2 ） 白亜紀・古第三紀放散虫化石に関する研究
（ 3 ） 遺跡から出土する石製品の石材に関する研究
（ 4 ） 地質現象の「見える化」実演実験の開発とその博物館
学的研究
■塚腰　実（地史研究室）
（ 1 ） 新生代古植物相の研究
（ 2 ） ヒシ科化石の分類学的研究
（ 3 ） バショウ科果実化石の分類学的研究
（ 4 ） 愛媛県久万層群産果実化石の分類学的研究
（ 5 ） 現生メタセコイアとイチョウの生態学的研究
■田中　嘉寛（地史研究室）
－ 2 －
（ 1 ） 哺乳類における二次的水生適応の研究
（ 2 ） 鯨類（クジラ、イルカ）の形態・進化系統的研究
（ 3 ） 鰭脚類（セイウチ、アシカなど）の形態・進化系統的
研究
■石井　陽子（第四紀研究室）
（ 1 ） 大阪平野の第四系の地質層序と地質構造の研究
（ 2 ） 大阪平野の中・上部更新統の火山灰層序の研究
（ 3 ） ボーリング標本を用いた小・中学校理科地学分野の教
材開発に関する研究
■中条　武司（第四紀研究室）
（ 1 ） 干潟・汀線などの沿岸域の微地形および地層形成に関
する研究
（ 2 ） 遺跡データに基づく大阪平野形成に関する研究
















































































（課題番号：26430209、 4 年間継続の 4 年目）
○ 近畿地方および徳島県でアカハネオンブバッタとオンブバ
ッタの分布調査を行った。












（課題番号：16K01208、 3 年間継続の 2 年目）






○ 他の博物館 2 施設の幼稚園・保育所向き事業や学校連携事
業について、調査を行った。
































（課題番号：16K07500、 3 年間継続の 2 年目）
○ 鹿児島県奄美大島（ 4 月13-15日）、沖縄県石垣島・小浜島
（ 4 月19-21日）、沖縄県西表島（ 5 月24-26日）、和歌山県御









○ 11月 8 - 9 日に北海道大学総合博物館において収蔵標本の
調査をおこない、本種の遺伝的集団構造の成り立ちに関
わる斑紋多型の地理的変異について検討した。
○ 日本甲虫学会第 8 回大会、関西昆虫学研究会2017年度大会
において、本種大阪個体群の夏季活動の経年変動について
発表した。























































































































○ 12月16日〜2018年 1 月26日にテーマ展示「博物館の学校向



















日　程： 2017年 5 月 6 〜12日（ 6 日間）
出張先： アメリカ合衆国ミズーリ州セントルイス
目　的： American Alliance of Museum参加
■総合地球環境学研究所プロジェクト研究費による出張
氏　名： 佐久間　大輔





日　程： 2017年10月23〜30日（ 7 日間）
出張先： アメリカ合衆国ペンシルバニア州ピッツバーグ
































































































































初宿成彦 （2017.8） 第5節　瓜破北遺跡の昆虫遺体. 公益財団
法人 大阪府文化財センター調査報告書第285集：瓜破北遺
跡2：148-150．
















Matsumoto R. （2018.1） Review of the mandibularis group of 
the genus Dolichomitus （Hymenoptera, Ichneumonidae, 
Pimplinae）. Journal of Hymenoptera Research 62 : 73–82. 
https://doi.org/10.3897/jhr.62.23559
Pham N.T.*, C. van Achterberg*, G.R. Broad* & R. 
Matsumoto （2017.8） First record of the genus Yezoceryx 
Uchida （Ichneumonidae: Acaenitinae） from Vietnam, 
with descriptions of nine new species. Zootaxa 4311 （3）: 
345–372.
Takasuka K.*, N.R. Fritzén*, Y. Tanaka*, R. Matsumoto, K. 
Maeto* & M.R Shaw.* （2018.3） The changing use of the 
ovipositor in host shifts by ichneumonid ectoparasitoids 
of spiders （Hymenoptera, Ichneumonidae, Pimplinae）. 























Osada Y. （2017.5） A new record of Tinissa leguminella Yang 
& Li （Lepidoptera, Tineidae） from Japan. Lepidoptera 
































ns. 63 （10）：5, 16.
長田庸平（2017.9）和歌山県橋本市で確認された注目すべき






































































































Daisuke SAKUMA （2017） How should we prepare for 
the next disaster? The present situation of Japanese 
biodiversity heritage. Biology-International Special 
















Endo, Naoki*,  Fangfuk, Wanwisa*,  Kodaira, Miyuki*, 
Sakuma, Daisuke,  Hadano, Eiji*,  Hadano, Atsuko*, 
Murakami, Yasuaki, *  Phosri, Cherdcha*i,  Matsushita, 
Norihisa*,  Fukuda, Masaki*,  Yamada, Akiyoshi* 2017. 
Reevaluation of Japanese Amanita section Caesareae 
species with yellow and brown pileus with descriptions 
















































Choi H.J. *, Ito T. *, Yokogawa M., Kaneko S. *, Suyama 
Y. *, Isagi Y.* （2017） Population and genetic status of 
a critically endangered species in Korea: Hydrangea 
－ 9 －
調査研究事業調査研究事業


































































田中嘉寛（2017. 10）水生哺乳類は面白い. ns. 63 （10）：2-3.
田中嘉寛・樽野博幸* （2017.10）大阪市東成区の地下鉄工事
で見つかった鯨の骨. ns. 63（10）：9.
Tanaka, Y., and Taruno, H*. （2017.10） Balaenoptera edeni 
skull from the Holocene （Quaternary） of Osaka City, 
Japan. Palaeontologia Electronica, 20.3.50A: 1-13.※
田中嘉寛・樽野博幸*・塚腰　実 （2017.12） 今里クジラの研究
と展示. ns. 63 （12）：6-7.
Tanaka, Y., Abella, J. *, Aguirre-Felnandez, G. *, Gregori, 
D.M. *, and Fordyce, R.E. * （2017. 12） A new tropical 
Oligocene dolphin from Montañita/Olón, Santa Elena, 
Ecuador. PLoS ONE.





















Yamashita, S.*, Naruse, H.* and Nakajo, T. （2018.1） 
Reconstruction of sediment-transport pathways on a 
modern microtidal coast by a new grain-size trend 
－ 10 －
調査研究事業
analysis method. Progress in Earth and Planetary Science 



























































































































































受入期間：平成29年 4 月 1 日〜平成30年 3 月31日
氏名 種別 依頼元 担当学芸員
有山　啓之 外来研究員 本人 石田　　惣
石井　久夫 外来研究員 本人 石田　　惣
中条　武司
石田　路子 外来研究員 本人 石田　　惣
市毛　勝義 外来研究員 本人 松本吏樹郎
伊藤　　昇 外来研究員 本人 初宿　成彦
乾　　公正 外来研究員 本人 和田　　岳
乾　　美浪 外来研究員 本人 佐久間大輔
井上　泰江 外来研究員 本人 谷田　一三
今村　彰生 外来研究員 本人 佐久間大輔
宇都宮　聡 外来研究員 本人 塚腰　　実
大石　久志 外来研究員 本人 松本吏樹郎
大古場　正 外来研究員 本人 石田　　惣
大谷　道夫 外来研究員 本人 石田　　惣
柿沼　　進 外来研究員 本人 松本吏樹郎
梶原　秀高 外来研究員 本人 長谷川匡弘
数見　保則 外来研究員 本人 佐久間大輔
金沢　　至 外来研究員 本人 松本吏樹郎
川上　誠太 外来研究員 本人 石田　　惣
河上　康子 外来研究員 本人 松本吏樹郎
河村　　愛 外来研究員 本人 塚腰　　実
河村　善也 外来研究員 本人 塚腰　　実
熊澤　辰徳 外来研究員 本人 松本吏樹郎
小郷　一三 外来研究員 本人 石田　　惣
佐藤　隆春 外来研究員 本人 中条　武司
川端　清司
清水　裕行 外来研究員 本人 松本吏樹郎
下野　義人 外来研究員 本人 佐久間大輔
鈴木　寿之 外来研究員 本人 石田　　惣
瀬戸　　剛 外来研究員 本人 長谷川匡弘
平　　祥和 外来研究員 本人 谷田　一三
髙萩　敏和 外来研究員 本人 佐久間大輔
竹本　拓史 外来研究員 本人 石井　陽子
谷本　正浩 外来研究員 本人 塚腰　　実
田村芙美子 外来研究員 本人 谷田　一三
樽野　博幸 外来研究員 本人 塚腰　　実
長江眞紀子 外来研究員 本人 石田　　惣
中川亜希子 外来研究員 本人 横川　昌史
名部みち代 外来研究員 本人 佐久間大輔
鳴橋　直弘 外来研究員 本人 長谷川匡弘
－ 12 －
調査研究事業
西澤真樹子 外来研究員 本人 和田　　岳
畑山武一郎 外来研究員 本人 初宿　成彦
波戸岡清峰 外来研究員 本人 石田　　惣
花﨑　勝司 外来研究員 本人 石田　　惣
濱田　信夫 外来研究員 本人 佐久間大輔
林　　寿一 外来研究員 本人 松本吏樹郎
板東　　誠 外来研究員 本人 佐久間大輔
弘岡　拓人 外来研究員 本人 松本吏樹郎
藤江　隼平 外来研究員 本人 松本吏樹郎
別所　孝範 外来研究員 本人 中条　武司
松江美千代 外来研究員 本人 塚腰　　実
松岡　數充 外来研究員 本人 塚腰　　実
松田　　潔 外来研究員 本人 初宿　成彦
松田　真平 外来研究員 本人 松本吏樹郎
松橋　義隆 外来研究員 本人 塚腰　　実
丸井　英幹 外来研究員 本人 長谷川匡弘
道盛　正樹 外来研究員 本人 佐久間大輔
三井　聖子 外来研究員 本人 塚腰　　実
森本　繁雄 外来研究員 本人 佐久間大輔
安井　通宏 外来研究員 本人 初宿　成彦
山住　一郎 外来研究員 本人 長谷川匡弘
山西　良平 外来研究員 本人 石田　　惣
山本　睦徳 外来研究員 本人 川端　清司
山本　好和 外来研究員 本人 佐久間大輔
米澤　里美 外来研究員 本人 和田　　岳
渡部　哲也 外来研究員 本人 石田　　惣
受入期間：平成29年 5 月 1 日〜平成30年 3 月31日
氏名 種別 依頼元 担当学芸員
陽川　　憲 外来研究員 本人 塚腰　　実
渡辺　克典 外来研究員 本人 石井　陽子
受入期間：平成29年 6 月 1 日〜平成30年 3 月31日
氏名 種別 依頼元 担当学芸員
倉園　知広 外来研究員 本人 横川　昌史
受入期間：平成29年 9 月 1 日〜平成30年 3 月31日
氏名 種別 依頼元 担当学芸員
加賀　達也 外来研究員 本人 松井　彰子






Ariyama, H. and Taru, M.* （2017） Three species of 
Grandidierella （Crustacea: Amphipoda: Aoridae） from 
coastal areas of the Tohoku and Kanto-Tokai Districts, 
East Japan, with the description of two new species. 
Species Diversity 22：187-200.※























Hayashi, H. （2017） Nomenclatural status of Tajuria 
mizunumai （Lepidoptera, Lycaenidae） from Mindanao 
Island in the Philippines. Butterflies （76） : 22-25.
Hayashi, H. and Mohagan, M.* （2017） A new subspecies of 
Poritia philota （Lepidoptera, Lycaenidae） from Mt. Baco 




Iijima, M.*, Momohara, A.*, Kobayashi, Y.*, Hayashi, S.*, 
Ikeda, T.*, Taruno, H., Watanabe, K., Tanimoto, M. 
and Furui, S.* （2018） Toyotamaphimeia cf. machikanensis 
（Crocodylia, Tomistominae） from the Middle Pleistocene 
of  Osaka ,  Japan ,  and crocodyl ian survivorship 
through the Pliocene-Pleistocene climatic oscillations. 





Ito, N. （2017） Five New Species of the Selenophori Genus 
Group from Tropical Asia. （Coleoptera, Carabidae, 
Harpalini）. Special Bulletin of the Coleopterological 
Society of Japan （1）: 49-60
Iwatsubo, Y.*, Miura, N.* and Naruhashi, N. （2017） 
Karyotype of Potentilla matsumurae （Rosaceae）. Journal of 















Kawakami, Y., Yamazaki, K.* and Ohashi, K.* （2017） 
Protogyny after hibernation and aestivation in 
Cheilomenes sexmaculata （Coleoptera: Coccinellidae） in 
central Japan. European Journal of Entomology 114: 275-
278.
Kawakami, Y. and Yamazaki, K.* （2017） Disappearance of 
summer collection records for Menochilus sexmaculatus 
（Coleoptera: Coccinellidae） during climate warming. 




Kawamura, A., Kawamura, Y. and Namiki, M.* （2017） 
Early Holocene wild boar remains from Tsudupisuki-abu 
Cave on Miyako Island of the Southern Ryukyus, Japan. 














物昆虫学会編 ・初宿成彦監修，絵解きで調べる昆虫 （2） 〜
環境アセスメント動物調査講演会　絵解き検索シリーズ総
編集〜．文教出版，p.91-115.
Matsuda, K. and Lan, Y.-C.* （2017） A new species on the 
genus Dilophotes （Coleoptera, Lycidae） from Taiwan. 














Matsuoka, K., Ikeda, Y.*, Kaga, S.*, Kaga, M.*, and Ogata, T.* 
（2018） Repercussions of the Great East Japan Earthquake 
tsunami on ellipsoidal Alexandrium cysts （Dinophyceae） 
in Ofunato Bay, Japan. Marine Environmental Research 
135: 123-135, DOI: 10.1016/J.marenvres.2018.01.001
Matsuoka, K., Maung-Saw-Htoo-Thaw*, Yurimoto, T.*, and 
Koike, K.* （2018） Palynomorph assemblages dominated 
by heterotrophic marine palynomorphs in tropical coastal 
shallow-water sediments from the southern Myanmar 
coast. JARQ （Japan Agricultural Research Quarterly） 52
（1）: 77-89.
McCarthy, F. M. G.*, Gu, H. F.*, Mertens, N. K.*, Consuelo 
Carbonell-Moore, C.*, Krueger A. M.*, Takano, Y.*, 
Matsuoka, K. （2018） Transferring the freshwater 
dinoflagellate Peridinium wisconsinense （Dinophyceae） to 
the family Throracosphaeraceae witht the description 
of Fusioeridinium gen. nov. Phycological Research, DOI: 
10.1111/pre.12215
Mertens, K. N.*, Carbonell-Mooreb, M. C.*, Pospelovac, V.*, 
Head, M. J.*, Highfielde, A.*, Schroedere, D.*, Gug, H.*, 
Andree, K. B.*, Fernandezh, M.*, Yamaguchii, A.*, Takano, 
Y.*, Matsuoka, K.,  Nézan, E.*, Bilienk, G.*, Okolodkov, Y.*, 
Koike, K.*, Hoppenrath, M.*, Pfaff, M.*, Pitcher, G.*, Al-
Muftah, A.*, Rochon, A.*, Lim, P. T.*, Leaw, C. P.*, Lim Z. F.* 
and Ellegaard, M.* （2018） Pentaplacodinium saltonense gen. 
et sp. nov. （Dinophyceae） and its relationship to the cyst-
defined genus Operculodinium and yessotoxin-producing 



































Otani, m and Willan, R. C.* （2017） Osaka Bay in Japan as a 
model for investigating the factors controlling temporal 
and spatial persistence among introduced marine and 
brackish species in a heavily industrialized harbor. Sessile 




Shimono, Y., Kasuya, T.* and Takamatsu, S.* （2017） Russula 
velenovskyi new to Japan, with phylogenetic implications 
of Russula species between Japanese subalpine forests and 









Taira, A.（2017）The larvae and adults of Rhyacophila 
kuramana Tsuda, 1942 （Trichoptera, Rhyacophilidae） 
collected from an erosion control dam. Biology of Inland 
Water （32）：83-85.
Takenaka, Y.*, Mizushina, Y.*, Hamada, N. and Tanahash, T.* 
（2017） A Cytotoxic Pyranonaphthoquinone from Cultured 
Lichen Mycobionts of Haematomma sp. Heterocycles 94
（9）: 1728-1735.
玉川晋二郎（2018）高レベル放射性廃棄物の処理処分にお




Tanaka, Y., and Taruno, H. （2017） Balaenoptera edeni skull 
from the Holocene （Quaternary） of Osaka City, Japan. 
Palaeontologia Electronica 20.3.50A: 1-13.
田中嘉寛・樽野博幸（2017）大阪市東成区の地下鉄工事で見
つかった鯨の骨. ns. 63 （10）：9.
田中嘉寛・樽野博幸・塚腰　実（2017）今里クジラの研究と














Yamamoto, M., Goto, T.* and Kiji, M.* （2017） Possible 
mechanism of molten sulfur eruption: Implications 
from near-surface structures around of a crater on a 
flank of Mt. Shiretokoiozan, Hokkaido, Japan. Journal of 



















Yokawa, K. and Baluška, F.* （2018） Sense of space: Tactile 
sense for exploratory behavior of roots. 　Communicative 



















Suetsugu, K., Hsu T.C., Toma, T., Miyake, T., Saunders, 
R.M.K., （2017） Emended description and resurrection of 






Shiga, T., Kato, S., Usuba, M., Yamanouchi, T., Kurazono, T., 
Hirasawa, Y., Yamazaki, M. （2017） Genetic Identification 
of Sagittaria natans （Alismataceae） from Lake Yonuma 
（Iwate Prefecture） as a New Locality in Japan. The 
Journal of Japanese Botany 92（4）:184-192.
Hayakawa, H., Nishiwaki, A., Nishida, T., Konuma, A. 
（2017） New localities and awn morphology variation in 
Miscanthus × ogiformis. Weed Biology and Management 
17（3）: 136-143.
Shiga, T., Tsubota, K., Choi, H.J. （2017） Acutual distribution 
and present status of a threatened aquatic plant Sagittaria 
aginashi （Alismataceae）, in Korea. Korean Journal of 
Plant Taxonomy 47（3）: 180-188.
内藤麻子・ 稗田真也・ 植村修二・ 松本比呂起・ 水田光雄
（2017）和歌山県に帰化した外来植物ゴウシュウヒカゲミ







Horii, K., Yamanouchi, T., Kadono, Y. （2017） Potamogeton ×
tosaensis （Potamogetonaceae）, A New Hybrid from Kochi 




Shutou, K., Kaneko, S., Kurosawa, T. （2017） Taxonomy 
and Distribution of Pyrola subaphylla Maxim. （Pyroleae, 
Ericaceae）. 68（3）: 181-192.
Suetsugu, K. ,  Sugimoto, T. (2018) First record of 
the mycoheterotrophic plant Sciaphila corniculata 
（Triuridaceae） from Ishigaki Island, Ryukyu Islands, 
Japan, with updated description of its morphology, 
i n  par t i cu l a r  on  s ty l a r  charac ter i s t i c s .  Acta 
Phytotaxonomica et Geobotanica 69（1）：69-74.
Akiyama, H. （2017） Systematic study of the Yakushimabryum 
and related genera in the Pylaisiadelphaceae （Bryophyta）
. Acta Phytotaxonomica et Geobotanica 68（3）: 148-174.
Suetsugu, K., Naiki, A., Takeuchi, Y., Toyama, H., Tagane, 
S., Yahara. T. （2017） New distributional records of the 
mycoheterotrophic Sciaphila alba （Triuridaceae）, outside 
the type locality. Acta Phytotaxonomica et Geobotanica 
68（2）: 123-126.]
Shiga, T., Yokogawa, M., Kaneko, S., Isagi, Y. （2017） Genetic 
diversity and population structure of Nuphar submersa 
（Nymphaeaceae）, an endangered aquatic plant endemic 
to Japan, and the implications of its conservation. Journal 






Yamada, M. and Yamada, T. （2017） Ovuliferous scale 
anatomy of Pinus species and its Value for classification 




Yulara, T., Yokooka, H. & Taru, M. （2017.6） Range 
extension of the sesarmid crab Clistocoeloma villosum 
along the eastern Pacific coast of the Izu Peninsula, Japan. 







Wintrich, T., S. Hayashi, A. Houssaye, Y. Nakajima, and P. M. 
Sander. （2017. 12）. A Triassic plesiosaurian skeleton and 












































































































































































































































































































7 月31日- 8 月 2 日
福島県三春ダムにて陸上昆虫など採集調査
8 月27日　大阪府箕面川にて河川昆虫採集調査
10月 4 - 6 日　福島県三春ダムにて陸上昆虫など採集調査








兵庫県洲本市でオキゴンドウ漂着死体を回収 （ 7 月、Ｗ）
大阪府岬町・和歌山県和歌山市で海産無脊椎動物を採集
 （ 4 〜 6 、 8 、 3 月、Ｉ）
岡山県倉敷市で海産無脊椎動物を採集 （ 4 月、Ｉ）
大阪府阪南市で海産無脊椎動物を採集 （ 5 月、Ｉ）
和歌山県白浜町・串本町で海産無脊椎動物を採集
 （ 7 、10月、Ｉ）
大阪府で淡水産・陸産無脊椎動物を採集
 （ 7 、 8 、11、 2 月、Ｉ）
岡山県倉敷市沿岸（高州）で海産魚類を採集 （ 4 月、Ｍ）
大阪府で淡水魚を採集 （ 4 〜 9 月、Ｍ）
大阪府岬町・和歌山県和歌山市沿岸で海産魚類を採集
 （ 4 〜 6 月、Ｍ）




















5 月 2 日　　　奈良県大和郡山市 昆虫全般（Ｍ）
5 月 4 日　　　池田市五月山 ハルゼミ（Ｓ）
5 月 5 日　島本町若山神社・高槻市摂津峡 ハルゼミ（Ｓ）
5 月 7 日　　　京都府八幡市三川合流 昆虫全般（Ｍ）





5 月21日　　　 兵庫県宍粟市赤西渓谷 昆虫全般（Ｍ）
5 月22日　　　奈良県天川村 クモ（Ｍ）
5 月23日・ 6 月 8 日　京都府八幡市 昆虫一般（Ｓ）






7 月 1 〜 2 日　福井県小浜市 昆虫全般（Ｍ）
7 月 2 日　　　兵庫県西宮市 昆虫一般（Ｏ）
7 月 3 〜 6 日　北海道厚岸町 クモ・ハチ目昆虫（Ｍ）
7 月 4 〜 7 日　淡路島・沼島 ヒメハルゼミ（Ｓ） 
7 月 7 日　　　滋賀県永源寺 ヒメハルゼミ（Ｓ） 
7 月 7 日・16日　京都府木津川市 オオヒカゲ（Ｏ）
7 月 9 〜11日　和歌山県熊野・龍神・周参見
 ヒメハルゼミ（Ｓ）









8 月 6 日　　　奈良県東吉野村 昆虫全般（Ｍ）












9 月25日　　　奈良市 外来種（Ｓ） 
9 月25日　　　泉南市〜和歌山県紀の川市 昆虫全般（Ｍ）
9 月27日　　　兵庫県南あわじ市 ウスバカゲロウ（Ｍ）
10月 1 日　　　泉南市〜和歌山県紀の川市 昆虫全般（Ｍ）
10月 5 日　　　徳島県鳴門市 オンブバッタ（Ｍ）
10月 6 日　　　大阪南港 外来種（Ｓ）





11月 5 日　　　堺市 バッタ類（Ｏ）
12月14日　　　福岡県福岡市 九州大学 ヒロズコガ科（Ｏ）
12月23日　　　奈良県橿原市甘樫の丘 越冬昆虫（Ｍ）
1 月 1 日　　　愛媛県松山市 ウスバカゲロウ（Ｍ）






















5 月 2 日　　　能勢町 植物一般（Ｙ）
5 月 7 日　　　岬町 植物一般（Ｙ）






6 月 1 日〜11日　屋久島 高地植物（Ｈ）
6 月15日　　　岬町 植物一般（Ｙ）
6 月20日　　　奈良県斑鳩町 植物一般（Ｈ）






8 月 1 日　　　東大阪市 外来植物（Ｈ）
8 月 3 日　　　大阪市内 植物一般（Ｈ）
8 月 4 日　　　大阪府河内長野市 シソ科植物（Ｈ）
8 月 8 日〜18日　屋久島 高地植物（Ｈ）
8 月24日　　　京都市上賀茂 菌類（Ｓ）
8 月27〜29日　秋田県男鹿市ほか 植物一般（Ｙ）
8 月31日〜 9 月 3 日　新潟県新潟市、山梨県富士河口湖町
 海浜植物・水生植物（Ｙ）
9 月 5 日〜 7 日　東京都三宅島 植物一般（Ｈ）
9 月12〜15日　青森県つがる市 水生植物（Ｙ）
9 月18〜19日　大阪府南部 水生植物（Ｙ）
10月 1 日〜 4 日　屋久島 高地植物（Ｈ）
10月 9 日　　　香川県東かがわ市 ハマビシ（Ｈ）
10月 9 日　　　宮崎県高鍋町 海浜植物（Ｙ）
10月10日〜11日　高知県高知市 ママコナ属（Ｈ）
10月21〜25日　沖縄県沖縄本島 植物一般（Ｙ）




4 月13日　　　湖南市 古琵琶湖層群産植物化石（Ｔ, Ta）













































































































































































































　 日本生物地理学会（Biogeography, 日本生物地理学会会報） 
　 日本衛生動物学会（衛生動物） 
　 日本遺伝学会（遺伝学雑誌） 
　 日本藻類学会（The Japanese Journal of Phycology, 藻類） 


















自然史研究　第 4 巻 1 号
　　　　　　　　355か所　367冊　　173カ所　176冊
展示解説　第48回特別展解説書「瀬戸内海の自然を楽しむ」　
　　　　　　　　248ヶ所　276冊　　 0 カ所　　 0 冊
ミニガイド No. 29「裸子植物」
No. 30「瀬戸内海の海浜植物」




















































































































































































































































































を行った。市立地域館： 4 月 2 日〜10月18日、市立中央： 6















































　開催日： 7 月15日（土）から10月14日（土）の 毎土曜日　
参加者：354名（14回合計）　日と分野： 7 /15：無脊椎動物、
7 /22：植 物、 7 /29：鳥 類、 8 / 5 ：植 物、 8 /12：地 質、
8 /19：鯨類、 8 /26：無脊椎動物、 9 / 2 ：魚類、 9 / 9 ：地























































































8 月 4 日（金）ギャラリートーク※







（ 3 ）特別展 「恐竜の卵～恐竜誕生に秘められた謎～」



















































































































































































































作品の分野は、昆虫が 8 点、鳥類が 2 点、哺乳類が 1 点、魚
類が 1 点、貝類が 2 点、甲殻類・海岸生物が 2 点、その他の
動物が 1 点、植物・キノコが 8 点、岩石が 1 点であった。
■ミニ展示「日本のハナシノブ」

















































































































































展 覧 事 業
実施日 行事名 申込み 当選 参加者数 備考
やさしい自然かんさつ会
4 月23日 レンゲ畑の生き物*,** 238 238 173
5 月14日 海べのしぜん*,** 240 240 177
7 月 2 日 はじめてのキノコ*,** 275 155 128
8 月 5 日 ツバメのねぐら* 199 199 144
10月 9 日 バッタのオリンピック*,** 193 193 141
12月10日 化石さがし 184 153 104
合計 1329 1178 867
テーマ別自然観察会
5 月 7 日 270万年前のメタセコイアとゾウの足跡** 35 35 20 地学団体研究会大阪支部と共催
5 月28日 初めての鳥のさえずり* 66 66 40
6 月18日 高槻のカエル探し*,** 86 86 68 あくあぴあ芥川と共催
9 月24日 クモ** 54 30 20
10月 1 日 初秋のきのこ観察* 78 34 28 あくあぴあ芥川と共催
10月28日 鳴くシカの声を聞く会** 93 66 雨天中止
10月29日 秋の木の実 43 43 雨天中止 あくあぴあ芥川と共催
11月 5 日 高槻市北部の地質** 65 65 47 地学団体研究会大阪支部と共催
3 月11日 火砕堆積物の再堆積作用 43 43 37
合計 563 468 260
地域自然誌シリーズ
6 月 4 日 泉原 61 61 28
10月 1 日 淡輪から六十谷へ和泉山脈を越える 42 42 25
合計 103 103 53
プロジェクトA観察会
6 月25日 淀川河川敷の外来生物 雨天中止
7 月17日 外来種コゴメイ調査研修 12 12 11
7 月30日 魚班・貝班の研修会 30
合計 12 12 41
室内実習
4 月 1 日 鳥の調査の勉強会 13
8 月 5 - 6 日 昆虫標本の作りかた* 97 60 57
8 月13日 ホネ標本の作りかた（未成年向け）*,** 48 36 31
9 月23日 ホネ標本の作りかた（大人）*,** 52 25 21
10月29日 平野の地下の地層の調べ方 荒天中止
2 月18日 解剖で学ぶイカの体のつくり 38 22 19
3 月11日 裸子植物* 10 10 8
合計 245 153 149
室内・野外実習
9 月30日 火山灰 13 13 9




















4 月22日 はじめてのバードウォッチング〜春の渡り鳥を見つけよう〜* 70
5 月 6 日 春の渡りの小鳥を探そう* 39
6 月 3 日 初夏の昆虫 62
7 月29日 セミのなる樹* 213
8 月 5 日 子ども連れの鳥さがし 22
9 月 2 日 秋の渡り鳥* 43
10月 7 日 はじめての鳥の羽根ひろい 雨天中止
11月 4 日 ダンゴムシ・ワラジムシ* 41
12月 2 日 冬越しの虫さがし 57
1 月 6 日 まちなかの冬鳥* 52
2 月 3 日 冬の羽根ひろい 49





実施日 行事名 申込み 当選 参加者数 備考
自然史オープンセミナー
4 月 8 日 プロジェクトA中間報告 34
5 月21日 地球科学講演会「国石になった翡翠について」** 130 特別展関連行事
6 月10日 瀬戸内海の自然：地形・地質と昆虫 33 特別展関連行事
7 月15日 生き物のくらしとつながりからさぐる瀬戸内海の生態系** 76 特別展関連行事
8 月19日 自然史学会連合講演会「瀬戸内海の自然史」** 182 特別展関連行事、自然史学会連合との共催
9 月 9 日 瀬戸内海の海岸植物 52 特別展関連行事
10月14日 瀬戸内海の魚と水鳥 36 特別展関連行事
12月 3 日 きのこ初級講座　写真で見るきのこのいろいろ** 75 関西菌類談話会との共催
1 月13日 大阪の地下から見つかったクジラ化石 70
2 月10日 東京都心部に生息する都会の蝶たち 25




12月 9 日 ボーリング資料を使って地質断面図を描く 25
1 月13日 断層を調べてみよう 28
3 月10日 クジラの化石 35
合計 123
ジュニア自然史クラブ
4 月 4 日 ミーティング* 34
5 月 3 日 能勢の虫、鳥、植物さがし* 23
6 月11日 磯観察 20
7 月23日 冬虫夏草さがし 16
8 月 2 日 ミーティング　標本実習と長居公園の生き物探し* 26
9 月 3 日 キノコ狩り 10
10月29日 ビーチコーミング 雨天中止
11月 5 日 ミーティング　フェスの準備 13
12月17日 1 億年前のアンモナイト化石* 22
1 月 5 日 河原で焼き芋 雨天中止
2 月 4 日 雪の琵琶湖で冬鳥観察 11
3 月28日 猪名川町で鉱物採集* 27
合計 202
特別行事







6 月25日 菌類学セミナーミニ観察会** 48 関西菌類談話会との共催
6 月25日 菌類学セミナー「変形菌」** 63 関西菌類談話会との共催
8 月19日 自然史学会連合体験教室** 786 特別展関連行事、自然史学会連合との共催






11月23日 高校生物研究発表会 199 大阪府高校生物研究会との共催
1 月 7 日 はくぶつかん・たんけん隊* 56 56 51
1 月 8 日 はくぶつかん・たんけん隊* 57 57 47
合計 1645
子ども向けワークショップ
4 月22・23日 キラキラぴかぴか石さがし 243
5 月27・28日 クジラスタンプラリー 344
6 月17・18日 クジラスタンプラリー 319
7 月 1 ・ 2 日 キラキラぴかぴか石さがし 202
8 月 5 ・ 6 日 すな・つぶ・すな絵 92
9 月23・24日 すな・つぶ・すな絵 87
10月28・29日 ハチの巣 56
11月25・26日 ハチの巣 80
12月 9 ・10日 キラキラぴかぴか石さがし 169
1 月20・21日 しょくぶつのにおい 86
3 月 3 ・ 4 日 しょくぶつのにおい 70
















































































No. 名称 会期 出展者数 来場者数
1 大阪自然史フェスティバル2003 2003.3.21-23 85 20000
2 大阪自然史フェスティバル2004 2004.3.20-21 81 15000
3 大阪自然史フェスティバル2006 2006.3.11-12 85 19300
4 大阪バードフェスティバル2007 2007.4.14-15 57 16000
5 かんさい自然フェスタ2008 2008.11.15-16 73 10050
* ホネホネサミット2009 2009.8.22-23 37 8300
6 大阪自然史フェスティバル2009 2009.11.14-15 89 13000
7 大阪バードフェスティバル2010 2010.11.20-21 47 18300





9 大阪自然史フェスティバル2012 2012.11.10-11 98 17300





11 大阪自然史フェスティバル2014 2014.11.15-16 108 23300
12 大阪バードフェスティバル2015 2015.11.14-15 69 15000
13 大阪自然史フェスティバル2016 2016.11.19-20 110 19100
* ホネホネサミット2017 2017.2.11-12 55 3850

















































2017年度は保育所・幼稚園 2 件、小学校 6 件、中学校 8








































































































































「レンゲ畑のいきもの」 4 月23日　11名（ 4 月14日　 7 名）
「海べのしぜん」 5 月14日　15名（ 5 月13日　11名）
「はじめてのキノコ」 7 月 2 日　 4 名（ 6 月29日　 3 名）
「つばめのねぐら」 8 月 5 日　 4 名（ 7 月22日　 4 名）
■テーマ別自然観察会
「クモ」　　　　　 9 月24日　　　 1 名
「初秋のキノコ」　10月 1 日　　　 3 名
■室内実習
「昆虫標本の作りかた」 8 月 5 日　 3 名　 8 月 6 日　 4 名
「ホネ標本の作りかた」 8 月13日　 3 名（ 8 月11日　 3 名）
「裸子植物」　　　　　　 3 月11日　 3 名（ 3 月10日　 3 名）
■植物園案内
4 月22日　　 9 名 10月28日　　 6 名
5 月27日　　 7 名 11月26日　　 5 名
6 月24日　　 7 名 12月23日　　 7 名
7 月22日　　 6 名 1 月27日　　 4 名
8 月26日　　 5 名 2 月24日　　 6 名




4 月22日 1 名 （ 4 月15日 1 名）
5 月 6 日 3 名 （ 4 月30日 3 名）
7 月29日 5 名
9 月 2 日 2 名 （ 8 月26日 2 名）
11月 4 日 1 名
1 月 6 日 3 名 （12月16日 3 名）
3 月 3 日 3 名 （ 2 月24日 3 名）
■ジオラボ
11月11日 5 名
12月 9 日 5 名
1 月13日 5 名
3 月10日 4 名
■「標本の名前を調べよう」　　　 8 月20日　 2 名
■「はくぶつかん・たんけん隊」　 1 月 7 日　10名
　　　　　　　　　　　　　　 1 月 8 日　 8 名
■ジュニア自然史クラブ
4 月 4 日 2 名
5 月 3 日 2 名
8 月 3 日 2 名
12月17日 2 名

























































































2 ． 5 回の定例評議員会を開催し、友の会事業や庶務につい
て審議した。












　 1 月22日（日） 231名参加
（ 2 ）月例ハイキング（11回計画、 9 回実施、643名参加）
　 1 月15日（日）「奈良高円山」 39名
　 2 月19日（日）「紀ノ川の川原で石ころ探し」 70名
　 3 月19日（日）「早春の室池で水辺の生き物さがし」 61名
　 4 月16日（日）「春の公園の花、鳥、虫」 101名
　 5 月21日（日）「俎石山」 31名
　 6 月19日（日）「摂津峡の地質と生き物」 58名
　 7 月17日（日）
　　「梅雨明け間近の雨の日に静かな自然観察」 64名










　 1 月28日（土） 36名
　 1 月29日（日） 30名
（ 5 ）友の会の夕べ
　 4 月22日（土）「石は地球のワンダー」展 68名
　 7 月16日（土）「瀬戸内海の自然を楽しむ」展 97名
（ 6 ） 友の会合宿
　 7 月29日（土）〜30日（日）
　　昆虫採集入門講座「奥琵琶湖」 39名
　10月 7 日（土）〜 9 日（月祝）
　　合宿「紀伊半島南部：南紀白浜から串本」 40名
（ 7 ）ビオトープの日（ 8 回計画 6 回実施、232名参加）
　 2 月18日（土） 18名
　 4 月15日（土） 49名
　 5 月20日（土） 61名
　 6 月17日（土） 64名
　 7 月15日（土） 28名
　 8 月19日（土） 12名




　 1 月21日（土） 28名
　 2 月18日（土） 24名
　 4 月15日（土） 49名
　 4 月30日（日） 38名
　 5 月20日（日） 14名
　 7 月22日（土） 24名
　 7 月29日（土） 24名
　 8 月26日（土） 23名
　 9 月30日（土） 28名
　12月16日（土） 33名
（ 9 ）春の磯で海藻を食べよう
　 3 月26日（日） 104名
（10）登山行事
　 6 月 4 日（日）「滋賀県霊仙山」 19名
（11）ナイトハイク
　 5 月27日（土）「アオバズクを探してナイトハイク」 50名
　 6 月10日（土）「カエルを探してナイトハイク」 44名
（12）夜の博物館・植物園を探検しよう！
　 7 月29日（土） 105名
（13）海の向こうの見聞録発表会
　 4 月29日（土祝） 111名
（14）「瀬戸内海の自然を楽しむ」展の展示作り


























































































大 阪 市 経 済







































































テ レ ビ 放 送
（特別展以外）





1 / 9 〜 1 /15　 ベイコム地元ニュース　はく
ぶつかんたんけんたい
 以上 3 件
新聞報道（特
別展以外）
5 / 8 　 北海道新聞「バイソン 2 万年前道内
でも生息」
5 /25　 読売新聞「木村蒹葭堂貝類標本」
9 / 1 　 産経新聞「新たなAPG分類体系につ
いて」
9 / 2 　 朝日新聞「ハヤブサ」




12/ 5 　 大阪日日新聞「カツオクジラ」
2 / 3 　 大阪日日新聞「新春ミニ展示「戌年」
展」
















































会　　　　　期：平成29年 4 月22日（土）〜 6 月 4 日（日）
プ レ ス 発 表：平成29年 2 月21日（火）
内　　覧　　会：平成29年 4 月21日（金）
プ レ ス 内 覧 会： 8 社10名（ＮＨＫ大阪、毎日新聞社、大阪
日日新聞社、ラジオ関西など）








プ レ ス 発 表：平成29年 5 月10日（水）
内　　覧　　会：平成29年 7 月14日（金）
プ レ ス 内 覧 会： 4 社 4 名（毎日新聞、インターネットミュ
ージアム、ザ・ページ、読売ライフなど）




係は、テレビ 2 、ラジオ 2 。
－ 43 －
広 報 事 業
■「メガ恐竜展2017─巨大化の謎にせまる─」
会　　　　　期：平成29年 7 月25日（土）〜 9 月 3 日（日）
プ レ ス 発 表：平成28年12月27日（火）
ブ ロ ガ ー 招 待：13件
■特別展「恐竜の卵～恐竜誕生に秘められた謎～」
会　　　　　期：平成30年 3 月10日（土）〜 5 月 6 日（日）
プ レ ス 発 表：平成29年12月26日（火）
内　　覧　　会：平成30年 3 月 9 日（金）
プ レ ス 内 覧 会： 15社18名（ラジオ関西、テレビ大阪、奈良
テレビ放送など）






















Kazumi MATSUOKA* and Ken’ichiro ISHII** : 　 Marine 
and freshwater palynomorphs preserved in surface 
sediments of Osaka Bay, Japan. 1-17. ［No. 458］
初宿成彦：日本産トウヒ属Picea 樹上に形成されるカサアブ
ラムシ（半翅目）の虫えい形態．19-31．［No. 459］
Noboru ITO* and Hongbin LIANG** : Four new species 
of the Selenophori genus group from Asia（Coleoptera, 




















■ 自然史研究（SHIZENSHI-KENKYU, Occasional Papers 
from the Osaka Museum of Natural History）










■ 収蔵資料目録（Special  Publ icat ions f rom Osaka 










1  瀬戸内海の範囲と区分け（中条）／ 2  瀬戸内海の地形
（中条）／ 3  瀬戸内海の島々（中条）／ 4  瀬戸内海の底
質（中条）／コラム　瀬戸内海の海底で見つかる化石（中
条）／ 5  瀬戸内海の地質（中条）／コラム　瀬戸内海沿岸
の砂の色の分布（中条）／コラム　採石と石材（中条）／
6  瀬戸内の成立（中条）／ 7  瀬戸内の気候（中条）／ 8  







植物　ハマビシ（楠瀬雄三**・長谷川）／ 2  砂浜の昆虫
（松本）／ 3  砂浜のベントス（石田）／ 4  藻場（アマモ
場・ガラモ場）の生き物（山西良平*）／コラム　打ち上
げ海藻・海草を拾う（石田・和田）／ 5  干潟のベントス
（石田）／ 6  干潟の魚（波戸岡清峰*・松井）／コラム　干
潟の穴（波戸岡）／ 7  磯のベントス（石田）／ 8  磯の魚
（波戸岡・松井）／コラム　アカウミガメの産卵地（和田）
／コラム　瀬戸内海に迷い込んだクジラ類（石田・和田）







／ 2  貝を獲る（石田）／コラム　ジャリン発見記（石田）
／ 3  蛸つぼを使ったタコ漁（石田）／コラム　アナジャコ
獲り（石田）／コラム　マテガイ獲り（石田）／ 4  養殖




1  島の植生（長谷川・横川）／ 2  島の昆虫（松本）／コ
ラム　雑草メロン（長谷川）／ 3  島のカタツムリ（石田）
／コラム　島をかじる　ナナツバコツブムシ（石田）／ 4  
島の淡水魚類（松井・波戸岡）／ 5  島の両生類・爬虫類
－ 45 －
広 報 事 業
（和田）／ 6  島の哺乳類（和田）／コラム　ウサギ島とネ
コ島（和田）／ 7  島の鳥類（和田）／ 8  島で繁殖する海
鳥（和田）
第 5 章　瀬戸内海がかかえる問題と保全活動（和田）
1  富栄養化と貧栄養化（石田）／ 2  海砂採取による海底
環境の悪化（中条）／ 3  外来生物問題（石田）／コラム　
養浜の問題（中条）／ 4  自然海岸の減少（中条）／コラム　
児島湾の干拓（森　千恵**）／ 5  藻場の減少とアマモ場の




野松原（松本・横川・和田）／ 2  岡山県（和田）高梁川河
口（石田）番田（石田・和田）高州（石田・中条・横川・
和田）／コラム　石風呂（石田）／ 3  広島県（和田）ハ




田・横川・和田）／ 6  大分県（和田）三百間浜〜大新田海
岸〜鍋島（石田・横川・和田）寄藻川・桂川河口（石田・
横川・和田）守江湾（石田・横川・和田）／ 7  愛媛県（和
田）加茂川河口（石田・横川・和田）関川河口（石田・中
条・横川・和田）／ 8  香川県（石田・和田）有明浜（松
本・横川）湊川河口（横川・和田）
第 7 章　スーパーマーケットで楽しむ（和田）




































4 月 31,179 10月 29,024
5 月 37,635 11月 28,475
6 月 29,568 12月 19,733
7 月 40,664 1 月 26,094
8 月 55,194 2 月 27,039





































































































































・ 博物館の学校向け貸出資料研究会（当館 1 / 6 ）
・ 研究会「博物館の集客力を高めるＷＥＢの活用について」
（当館 2 / 5 ）











































昭和24年11月 8 日－ 自然科学博物館開設準備委員会設置
昭和25年 4 月 1 日－ 自然科学博物館費予算に計上
昭和25年11月10日－ 市立美術館 2 階廊下にて展示開設
昭和27年 4 月17日－ 博物館相当施設に指定
昭和27年 6 月 2 日－ 大阪市立自然科学博物館条例および規
則制定
昭和27年 7 月10日－ 博物館法第10条により登録（第 2 号）
昭和27年10月 1 日－ 筒井嘉隆　館長に就任（39.7.4退任）
昭和32年 6 月 7 日－ 市立美術館より西区靱 2 丁目（元靱小学
校校舎改造）に移転





昭和39年 8 月 1 日－ 筒井嘉隆　館長に就任（非常勤嘱託－
40.7.31退任）
昭和40年 8 月 1 日－ 千地万造　館長に就任（58.6.1退任）
昭和42年　　　　－ 大阪市総合計画局30年後の大阪の将来計
画により長居公園内に新館敷地確定
昭和44年 8 月　　－ 新館建設のための基本構想審議委員会組
織
昭和47年 1 月21日－ 自然史博物館建設工事着工
昭和48年 3 月31日－ 自然史博物館建設工事竣工
昭和48年 7 月　　－ 新館へ移転開始並びにディスプレイ契約
締結（竣工49年 3 月）
昭和49年 4 月 1 日－ 大阪市立自然史博物館条例公布
昭和49年 4 月26日－ 自然史博物館開館式挙行
昭和49年 4 月27日－ 開館
昭和51年 8 月19日－ 文部省科学研究費補助金取扱規定第 2
条第 4 号に規定する学術研究機関として
指定
昭和58年 7 月 1 日－ 千地万造　館長に就任（非常勤嘱託－
61.3.31退任）
昭和59年 6 月　　－ 常設展更新基本計画案策定
昭和60年 3 月　　－ 常設展更新計画書策定
昭和61年 3 月31日－ 常設展更新業務完成
昭和61年 4 月 1 日－ 新装開館
昭和61年 4 月 1 日－ 小川房人　館長に就任（兼務－
　　　　　　　　　2.3.31定年退職）
昭和61年 4 月 1 日－ 千地万造　顧問に就任（非常勤嘱託－
2.3.31退任）
平成 2 年 4 月 1 日－ 小川房人　館長に就任（非常勤嘱託－
3.3.31退任）
平成 2 年度　　　－ 文化施設整備構想調査




平成 3 ・ 4 年度　－ 自然史博物館整備構想調査事業　21世紀
に向けての館のあり方・問題点の改善策
の調査
平成 4 年 4 月 1 日－ 柴田保彦　館長に就任（非常勤嘱託－
7.3.31定年退職）
平成 7 年 4 月 1 日－ 宮武頼夫　館長に就任（9.3.31定年退職）
平成 7 年度　　　－ 自然史博物館・長居植物園付帯施設整備
構想委員会設置
平成 8 年度　　　－ 展示更新基本計画及び（仮称）花と緑と
自然の情報センター設計検討
平成 9 年 4 月 1 日－ 宮武頼夫　館長に就任（嘱託－　10.3.31
退職）
平成 9 年度　　　－ 展示更新実施設計及び増築にかかる基
本・実施設計
平成10年 4 月 1 日－ 那須孝悌　館長に就任（13.3.31定年退職）
平成10年12月　　－ 花と緑と自然の情報センター建築工事着
工
平成13年 3 月　　－ 花と緑と自然の情報センター竣工
平成13年 4 月 1 日－ 那須孝悌　館長に就任（非常勤嘱託）
平成13年 4 月27日－ 花と緑と自然の情報センター開館式挙行
　　　　　　　　　花と緑と自然の情報センター開館
平成17年 4 月 1 日－ 山西良平　館長に就任
平成18年 3 月 1 日－ 本館エントランス及びポーチリニューア
ルオープン
平成18年 4 月 1 日－ （財）大阪市文化財協会が指定管理者と
なる
平成19年 3 月24日－ 第 5 展示室一部リニューアルオープン
平成20年 4 月26日－ 第 5 展示室全面リニューアルオープン
平成22年 4 月 1 日－ 財団統合により（財）大阪市博物館協会
が指定管理者となる
平成24年 3 月　　－ 本館・大阪の自然誌コーナー・ネイチャ
ーホールの展示照明等LED化
平成27年 4 月 1 日－ 谷田一三　館長に就任
平成27年10月10日－ 長居公園に移転してからの通算入場者数
が1,000万人を突破


















■職員名簿（平成29年 4 月 1 日現在）計23名
職 名 氏　　　名 職　　　種 氏　　　名
館 長 谷 田 　 一 三 学 芸 課 長 川 端 　 清 司
総 務 課 長 濱 﨑 　 正 行 学芸課長代理 佐 久 間 大 輔
総務課長代理 大 坪 　 秀 行 主 任 学 芸 員 塚 腰 　 　 実
事 務 職 員 高 橋 　 郁 子 主 任 学 芸 員 初 宿 　 成 彦
事 務 職 員 木 野 　 美 奈 主 任 学 芸 員 和田　   岳
事務職員（兼） 釋 　 知 恵 子 主 任 学 芸 員 中 条 　 武 司
事 務 職 員 樋 口 　 祥 子 主 任 学 芸 員 石 井 　 陽 子
事 務 職 員 大 江 　 彩 佳 主 任 学 芸 員 松 本 吏 樹 郎
事 務 職 員 山 上 　 香 代 学芸員（動物）石 田 　 　 惣
事 務 職 員 人材派遣職員 学芸員（植物）長 谷 川 匡 弘
施設管理担当課長代理（兼） 森 　 　 健 二 学芸員（植物）横 川 　 昌 史
学芸員（昆虫）長 田 　 庸 平
学芸員（動物）松 井 　 彰 子
























平成29年 4 月 1 日〜平成31年 3 月31日
公益財団法人河川財団評議員
平成27年 4 月 9 日〜平成29年 6 月27日
一般財団法人大阪科学技術センター評議員
平成27年 4 月 2 日〜平成32年 6 月頃
一般財団法人水源地環境センター　水源地環境技術委員会 
委員 
平成27年 5 月22日〜平成31年 3 月31日
一般財団法人水源地環境センター　理事
平成27年 6 月25日〜平成31年 6 月評議員会
公益財団法人リバーフロント研究所　河川・海岸環境機能等
検討委員会　委員
平成29年 5 月24日〜平成30年 3 月31日
国土交通省　社会資本整備審議会河川分科会　河川整備基
本方針検討小委員会　委員















入 館 料 ほ か 22,819 38,607 19,875
常 設 展 観 覧 料 16,151 19,466 16,457
特 別 展 観 覧 料 6,286 18,737 3,140
施 設 使 用 料 382 404 278
雑 収 2,300 3,103 23,092
図 録 販 売 収 入 等 1,313 2,947 2,015
そ の 他 987 156 21,077




展 覧 事 業 9,140 21,588 30,995
常 設 展 覧 事 業 1,474 2,240 6,820
特 別 展 覧 事 業 7,666 19,348 24,175
調 査 研 究 事 業 6,687 7,437 7,737
資 料 収 集 保 管 事 業 1,820 2,555 6,288
普 及 教 育 事 業 4,849 4,790 6,201
充 実 活 性 化 事 業 949 986 705
施 設 管 理 費 116,326 115,799 117,360
一 般 維 持 管 理 費 等 203,813 201,179 192,075
































（29）  4 5,553 220 170 6 5,949 151 4,054 0 5 279 3,928 2,684 11,101 17,050 26
 5 7,673 407 354 36 8,470 1,283 11,607 1,288 129 1,080 4,194 2,510 22,091 30,561 27
 6 6,540 248 1,126 5 7,919 449 1,845 698 113 288 2,606 1,357 7,356 15,275 26
 7 5,088 306 324 101 5,819 486 66 166 0 69 3,515 1,658 5,960 11,779 26
 8 7,202 875 209 9 8,295 0 0 34 0 5 6,141 2,226 8,406 16,701 28
 9 4,599 184 175 38 4,996 402 818 200 3 142 2,899 1,420 5,884 10,880 26
10 4,077 254 335 111 4,777 1,565 8,008 355 132 918 2,566 1,380 14,924 19,701 26
11 3,725 186 831 170 4,912 1,125 2,485 752 5 310 2,459 16,938 24,074 28,986 26
12 2,567 225 138 258 3,188 223 162 240 56 72 1,759 827 3,339 6,527 23
（30）  1 3,240 208 119 18 3,585 98 150 169 4 56 2,368 825 3,670 7,255 23
 2 538 62 23 8 631 84 0 45 0 8 456 163 756 1,387 4
 3 14,523 696 162 4 15,385 1,309 0 233 33 231 7,249 2,889 11,944 27,329 27
計 65,325 3,871 3,966 764 73,926 7,175 29,195 4,180 480 3,458 40,140 34,877 119,505 193,431 288




件　数 人　　数 件　数 人　　数 件　数 人　　数
幼 稚 園 ・ 保 育 所 91 3,811 65 3,364 156 7,175
小 学 校 135 11,731 186 17,464 321 29,195
中 学 校 43 2,173 42 2,007 85 4,180
特 別 支 援 学 校 ・ 他 8 161 9 205 17 366
福 祉 施 設 18 88 3 26 21 114
団 体 引 率 者 1,553 1,905 3,458




















18 2,544 336 2,597 3,971 15 0  227 9,690  7.29〜 9.18 45 大和川展
19
8,591 506 4,040 10,532 55 0  392 24,116  7. 7〜 9. 2 51 世界一のセミ展
31,244 1,518 18,131 31,815 679 81 18,409 101,877  9.15〜11.25 62 世界最大の翼竜展
8,483 267 4,661 11,659 0  0  269 25,339  3.15〜 3.31 14 ようこそ恐竜ラボへ！
20
28,882 1,000 18,491 39,120 153 0  18,387 106,033  4. 1〜 6.29 79 ようこそ恐竜ラボへ！
30,389 6,218 18,560 18,708 2  59 564 74,500  7.19〜 9.21 56 ダーウィン展
1,887 357 4,103 1,414 19 152 2,226 10,158 10.25〜12. 7 38 地震展
21
4,069 221 4,532 3,360 217 0  9,298 21,697  4.18〜 5.31 38 世界のチョウと甲虫展
1,584 120 17,567 14,801 12 99 292 34,475  7. 4〜 8.30 50 ホネホネたんけん隊
4,920 529 3,938 2,153 143 0  4,921 16,604  9.19〜11. 3 39 きのこのヒミツ展
12,413 697 4,907 14,608 7  0  32 32,664  3.20〜 3.31 10 大恐竜展
22
48,600 2,904 20,381 49,034 205 124 20,836 142,084  4. 1〜 5.30 52 大恐竜展
1,405 1,262 3,535 2,724 92 0  1,264 10,282  7.24〜10. 8 58 みんなでつくる淀川大図鑑展
23
11,864 2,237 5,140 10,625 56 42 195 30,159  7. 2〜 8.28 50 来て！見て！感激！大化石展
22,864 1,700 15,048 25,108 14 102 16,035 80,871  9.10〜11.27 67 OCEAN！海はモンスターでいっぱい
14,179 527 7,745 17,057 1  31 719 40,259  3.10〜 3.31 19 新説・恐竜の成長
24
39,844 1,215 13,101 38,459 110 102 19,093 111,924  4. 1〜 6. 3 56 新説・恐竜の成長
7,353 1,489 6,005 6,885 23 32 5,300 27,087  7.28〜10.14 68 のぞいてみよう ハチの世界
25,519 1,330 8,524 22,317 48 114 3,256 61,108 11.23〜 3.31 104 モンゴル恐竜化石展
25
24,439 1,197 9,401 21,561 217 69 13,705 70,589  4. 1〜 6. 2 55 モンゴル恐竜化石展
5,075 1,366 5,616 5,216 26 46 3,315 20,660  7.20〜10.14 75 いきもの いっぱい 大阪湾
8,054 261 2,583 9,391 4  12 276 20,581  3.21〜 3.31 11 恐竜戦国時代の覇者！トリケラトプス
26
28,452 863 12,521 31,113 7  78 16,846 89,880  4. 1〜 5.25 50 恐竜戦国時代の覇者！トリケラトプス
3,330 509 3,919 3,528 27 48 1,914 13,275  7.19〜10.13 73 ネコと見つける都市の自然
6,783 255 2,199 7,457 4  19 248 16,965  3.21〜 3.31 11 スペイン 奇跡の恐竜たち
27
33,701 1,306 12,034 29,970 94 134 16,477 93,716  4. 1〜 5.31 55 スペイン 奇跡の恐竜たち
5,414 600 4,035 5,956 129 41 5,314 21,489  7.18〜10.18 80 たまごとたね
28
47,734 3,128 11,076 27,444 114 302 18,291 108,089  4.16〜 6.19 57 生命大躍進
8,065 1,016 5,063 8,125 80 54 2,991 25,394  7.16〜10.16 81 氷河時代
29
4,127 450 3,373 1,630 9  62 7,119 16,770  4.22〜 6. 4 39 石は地球のワンダー
4,534 630 4,854 4,615 55 31 1,943 16,662  7.15〜10.15 81 瀬戸内海の自然を楽しむ
62,904 42,989 23,677 11,859 504 255 ── 142,188  7.25〜 9.3 41 メガ恐竜展　※
10,317 378 3,297 10,397 28 10 988 25,415  3.10〜 3.31 19 恐竜の卵




年　月　日 団　　体　　名 使　　用　　目　　的 人　数
H29． 6 ．21 NPO法人大阪府高齢者大学校 校外学習 45
H29． 7 ．17 大阪みどりのトラスト協会 自然環境保全活動や緑化活動に関する講演会等 266
H29． 9 ． 6 大阪府教育センター　教育企画部企画室 講義・演習・施設見学 34
H29． 9 ．12 自然環境保全京都府ネットワーク 視察（当館の役割、設立の経緯等の講演） 50
H29．10．20 NPO法人シニア自然大学校 自然と文化をテーマとした講演会と会議 110
H29．10．27 公益財団法人大阪観光局　MICE推進部 大阪MICEビジネス・アライアンス定例会 120
H30． 1 ．24 NPO法人大阪府高齢者大学校 校外学習 43
■特別展示室（ネイチャーホール）　平成29年度　 2 件
年　月　日 団　　体　　名 使　　用　　目　　的 人　数
H29．12． 1 - 3 一般社団法人日本書道技術師認定協会 第 5 回日本書道展 1000
















　第 1 展示室 360.55㎡  3.30ｍ
　第 2 展示室 486.64㎡  7.20ｍ
　第 3 展示室 403.10㎡  4.70ｍ
　第 5 展示室 360.55㎡  4.20ｍ
　 2 階ギャラリー 266.29㎡  6.80ｍ
　（研究用施設） 計　 1,802.82㎡
　館長研究室・暗室 各18.27㎡  2.70ｍ
　動物・昆虫・植物・地史研究室










　旧第 1 収蔵庫 207.09㎡ 3.00ｍ
　旧第 2 収蔵庫 310.08㎡ 3.00ｍ
　旧第 3 収蔵庫 207.09㎡ 3.00ｍ
　旧第 4 収蔵庫 310.08㎡ 3.00ｍ
　書　庫 100.30㎡ 7.40ｍ
　編集記録室 36.54㎡ 2.40ｍ
　（普及教育用施設） 計　  604.27㎡





　（管理用施設） 計　  907.49㎡
　館長室 36.54㎡ 2.70ｍ











　 1 階廊下 118.27㎡ 2.70ｍ








　 1 階ホール便所 76.26㎡








　 1 階…… 3,178.35㎡ 屋階……… 76.93㎡
　 2 階…… 2,404.71㎡
■各室定員
　講　堂………266人 集会室……… 48人
　会議室……… 22人 旧実習室…… 31人
　展示室（1階）415人 展示室（2階）400人
　地　階………  3人










　・第 1 展示室ディスプレイ（㈱日展） 2,200万円
　・第 2 展示室ディスプレイ（㈱乃村工芸社） 2,500万円

























　準備室兼置場（ 1 ） 47.99㎡ 4.00ｍ






　前室（ 1 ） 36.80㎡ 4.00ｍ
　前室（ 2 ） 16.20㎡ 4.00ｍ










　（共通部分） 計　  431.30㎡
　地下 1 階廊下 28.74㎡ 3.00ｍ
　 1 階廊下 48.30㎡ 3.00ｍ
　 1 階渡り廊下 15.21㎡ 3.00ｍ
　 2 階渡り廊下 15.21㎡ 3.00ｍ
　プロムナード 28.00㎡ 5.00ｍ


































Osaka Museum of Natural History
for the ﬁscal year of 2017
Nagai Park, Higashi-sumiyoshi-ku, Osaka, 546-0034 JAPAN
Issued : June 1, 2018.
大阪市立自然史博物館報
